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社会福祉法人渋川市社会福祉協議会表彰等規程

（令和８年３月１３日制定）

（目的）

第１条 この規程は、社会福祉法人渋川市社会福祉協議会（以下「本会」とい

う。）の実施事業に協力し、地域福祉の進展に大きな功績をあげた者（法人及

び団体を含む。以下同じ。）及び本会活動を理解し、金品を寄附した者へ表彰

又は感謝の意を表し、広く顕彰することを目的とする。

（功労表彰）

第２条 功労表彰の対象は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

(1) 本会の事業に尽力し、地域福祉の進展に大きな功績をあげた者

(2) ボランティア活動に貢献し、特にその功績が顕著であると認められる者

(3) 本会役員及び評議員として通算８年以上在職し、社会福祉の増進に寄与

された者

(4) 前各号に定めるもののほか、功労表彰を行うことが適当であると会長が

認めた者

２ 前項に該当する者には、表彰状を授与し、記念品等を添えることができる。

ただし、辞退の申出があった場合は、この限りでない。

（感謝）

第３条 感謝の対象は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

(1) ５万円以上の金品を寄付した個人及び10万円以上の金品を寄附した団体

(2) 金銭による寄附が累計で10万円を超えた者

(3) 物品による寄附を10回以上、かつ、５年以上継続した者

(4) 本会事業に協力し、特にその功績が顕著であると認められる者

２ 前項に該当する者には、感謝状を贈呈し、記念品を添えることができる。た

だし、辞退の申出があった場合は、この限りでない。

（功労表彰及び感謝の手続き）

第４条 この規程に基づく功労表彰又は感謝に該当すると認められる者を推薦し

ようとする場合は、表彰等内申書（別記様式）を作成し会長に提出するものと

する。

２ 前項の規定にかかわらず、第２条第３号並びに第３条第１号及び第２号に該

当する場合は、内申書の作成を要しない。

（功労表彰及び感謝の決定及び方法）

第５条 会長は、前条の内申があったときは、内容を審査しその可否を決定する。

２ 功労表彰及び感謝は原則として、年１回行うものとする。ただし、都合によ

りこれをその都度行うことができる。
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３ 功労表彰又は感謝を受けるべき者が表彰又は感謝前に死亡したときは、その

遺族にこれを伝達する。

（規程の改廃）

第６条 この規程の改廃は、理事会の決議により行うものとする。

附 則

１ この規程は、令和８年４月１日から施行する。

２ この規程の施行の日（以下「施行日」という。）前に就任した役員及び評議

員の在職期間は、施行日以降の在職期間に加算する。

３ 施行日前に寄附した金銭及び物品の金額又は回数等は、施行日以降の金額又

は回数等に加算する。

４ この規程の施行に伴い、社会福祉法人渋川市社会福祉協議会表彰規程は、廃

止する。
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別記様式（第４条関係）

表彰等内申書

年 月 日

渋川市社会福祉協議会

会 長 様

内申者 職名

氏名

社会福祉法人渋川市社会福祉協議会表彰等規程に基づく表彰等対象者として、次のと

おり内申します。

表 彰 等 区 分 □ 功労表彰 □ 感謝

氏 名

(団体名 代表者名)

生 年 月 日

（設 立 年 月 日） 年 月 日 （ 歳）

連 絡 先 住 所

（事務所の所在地）

電 話 番 号 （ ）

職 業 又 は

公 私 の 職 名

表彰等の理由

功績の内容

活動期間等

表彰等の履歴
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